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１） 

 

 

 
①めぐろのそば ②めぐろのそばのそばや ③めぐろのそばのそばやのおばあさん 

 

２） 

 

 

 
①ぎんざのおばさん ②ぎんざのおばさんのこども ③ぎんざのおばさんのこどものともだち 

日本語のアクセントやイントネーションを観察しよう 
●声がどんなふうに上がったり下がったりしているかについて考えてみましょう。 
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●観察しよう（解答）  

 1） 

 

 

 

 ①めぐ
┓

ろのそば
┓

  ②めぐ
┓

ろのそば
┓

のそばや
┓

   ③めぐ
┓

ろのそば
┓

のそばや
┓

のおばあ
┓

さん 

 

 2)  

 

 

 

 ①ぎんざのおばさん ②ぎんざのおばさんのこども ③ぎんざのおばさんのこどものともだち 

 
１）アクセント核がある場合、2拍目以降のアクセント核は抑えられてダウンステップ
する（山のようになる） 

２）アクセント核がない場合、フラットになる（丘のようになる） 
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3） 

 

 

 
       

      ①なにかみえますか           ②なにがみえますか 



●観察しよう（解答） 

 3)  

  

 

 

   ① なに
┓

かみえます
┓

か      ② なに
┓

がみえますか  

①は、「見えるかどうか」を聞いているので、「見えますか」にフォーカスが
あり、ここで声が上がる。（「なにか」と「みえますか」２つのフレーズ） 

②は、「見えるものは何か」を聞いているので、「何が」にフォーカスがあっ
て、ピークはひとつでそのまま下がる。 
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フレージング   

１）文の意味を理解し、句切りを入れる  

２）（聞きながら）ピッチカーブを描く（「へ」の字にする） 

       （山のようか丘のようか） 

  ３） (アクセント辞典を使って） 

  フレーズの中の最初のアクセント核を見つける 
       

 

 
いなかのひとたちは がいこくじんがにほんごをはなすと びっくりします。 
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１．長文でフレージングしてみよう 「日本に来てから」 

 日本
にほん

に来
き

てから、もう 2
に

年
ねん

以上
いじょう

たちました。 

そのあいだにいろいろなところに旅行
りょこう

しましたが、春
はる

休
やす

みに行
い

った 

奈良
な ら

と宮島
みやじま

と長崎
ながさき

がいちばん思
おも

い出
で

に残
のこ

っています。   

いなかの人
ひと

たちは、外国人
がいこくじん

が日本語
に ほ ん ご

を話
はな

すとびっくりします。 

私
わたし

が日本語
に ほ ん ご

を話
はな

したり、みそしるが好
す

きだと言うと、たいていの人
ひと

は、

「日本語
に ほ ん ご

がしゃべれるの。それにみそしるも飲
の

むの。」と聞
き

きます。 

それで 私
わたし

が「ええ、ねぎのみそしるとなっとうが大好
だいす

きなんです。」 

と答
こた

えると、みんな目
め

を丸
まる

くします。 

フレージングの手順 
１）句切りを入れる 

２）「へ」の字のピッチ
カーブ 
３）アクセント   
（２と３は逆でもいい） 



２）ピッチカーブ 
・きれいにつける必要はない 
・ポイント：「へ」の字にする 
・山（有核）か丘（無核）か 
   ：これもmustでない 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本に来てから、／ もう／  2年以上たちました。／／ そのあいだに／ 

 

 

いろいろなところに旅行しましたが、／ 春休みに行った／ 奈良と／ 宮島と／ 

 

 

 長崎が／ いちばん 思い出に残っています。／／ 

 

 

 いなかの人たちは、／ 外国人が日本語を話すと／ びっくりします。／／ 私が(／) 

 

 

日本語を話したり、／ みそしるが好きだと言うと、／ たいていの人は／  

 

 

「日本語がしゃべれるの。／ それに  ／ みそしるも飲むの。」／ と聞きます。／／  

 

 

それで私が／ 「ええ、／ ねぎのみそしると／ なっとうが／ 大好きなんです。」／  

 

 

と答えると、／ みんな／ 目を丸くします。／／ 

 

注：「山」がほとんど、「丘」は「そのあいだに」「宮島と」「私が」「それに」「それで私が」「みんな」 



1．日本に来てから CD2-27 

 

 日本
にほん

に来
き

てから、 もう  2
に

年
ねん

以上
いじょう

たちました。 

そのあいだに  いろいろなところに旅行
りょこう

しましたが、春
はる

休
やす

みに行
い

った  

奈良
な ら

と 宮島
みやじま

と 長崎
ながさき

が いちばん思
おも

い出
で

に残
のこ

っています。 

いなかの人
ひと

たちは、外国人
がいこくじん

が日本語
に ほ ん ご

を話
はな

すと びっくりします。 

私
わたし

が日本語
に ほ ん ご

を話
はな

したり、みそしるが好
す

きだと言うと、 たいていの人
ひと

は、

「日本語
に ほ ん ご

がしゃべれるの。それに  みそしるも飲
の

むの。」と聞
き

きます。 

それで 私
わたし

が 「ええ、 ねぎのみそしると  なっとうが  大好
だいす

きなんです。」 

と答
こた

えると、 みんな 目
め

を丸
まる

くします。 

３）フレージング 
（解答） 



読み間違い・長すぎる・・・ 



ひらがな・句切り・・・ 



２．規則性のあるアクセント型（覚えると効率的） 

①複合名詞のアクセント 

• 後部語の拍数によって異なるが規則性がある。 

 前部語は平板型になる 

 
１ 後部語が３，４拍平板式は後部語1拍目にアクセント核 

 例：コクサイカ‘ンケイ 

２ 後部語が３，４拍起伏式は後部語アクセント核が残る 

 例：シンニュウシャ‘イン、ミートソーススパゲ’ッティ 

３ 後部語が１，２拍は前部語の最終拍にアクセント核または全体が平板型
になる 

 例：よこはま‘し   にほんご 

 

ゆれもある： 

「赤巻紙」は「あかま‘きがみ」か「あかまき’がみ」か？ 

「成田国際空港」は「な‘りたこくさいく’うこう」か「なりたこくさいく‘うこう」か？ 

 



②動詞のアクセント 
• 平板型か次末拍にアクセント核（－２型）、たまに語末から
３拍目（－３型）。活用形によってアクセント型が決まってい
る。 
 

１ 平板型：行く、聞く、知る、変える 
   －２型：食べる、読む、来る、見る、分かる 
   －３型：帰る、返す、入る、通る・・・（連母音） 
 
 ゆれ：「カンガ’エル」か「カンガエ’ル」か？ 
         「マチガ’エル」か 「マチガエ’ル」か？             
 
   複合語は―２型であることが多い 
 ゆれ：「タベハジメ’ル」か「タベハジメル」か？ 
 
２ 平板型：いって   いかない   いけ‘ば     いかな‘ければ  
   －２型：た‘べて  たべ’ない   たべ‘れば たべ’なければ 
   －３型：か‘えって かえら’ない か‘えれば かえら’なければ 
 

 
 

 



Ｔ１ 簡単辞書より  

Ⅱ 動詞のアクセント活用表 

上段は基本の形、下段は許容され、よく使われている形です。 

  調べたい形  平板型動詞  － 2型動詞 

○○ます 

 ～ます  はこびます
-┐

  つくります
-┐

 

 ～かた 
 はこびかた  つくりかた

-┐

 

 はこびかた
-┐

  つくりかた 

 ～にいく  はこびにいく  つくり
-┐

にいく 

 ～たい 
 はこびたい 

 つくりたい
-┐

 
 はこびたい

-┐

 

 ～なさい  はこびなさい
-┐

  つくりなさい
-┐

 

 ～ながら 
 はこびながら 

 つくりなが
-┐

ら 
 はこびなが

-┐

ら 

 お～する  おはこびする  おつくりする 

 ～そうだ  はこびそう
-┐

だ  つくりそう
-┐

だ 

○○て 

 ○○て  はこんで  つくっ
-┐

て 

 ください  はこんでください
-┐

  つくっ
-┐

てください 

 いる  はこんでいる  つくっ
-┐

ている 

 もいい  はこんでも
-┐

いい  つくっ
-┐

てもいい 

 はいけない  はこんでは
-┐

いけない  つくっ
-┐

てはいけない 

 みる  はこんでみる
-┐

  つくっ
-┐

てみる 

 いく  はこんでいく  つくっ
-┐

ていく 

 あげる  はこんであげる  つくっ
-┐

てあげる 

 もらう  はこんでもらう  つくっ
-┐

てもらう 

 くれる  はこんでくれる  つくっ
-┐

てくれる 

○○た 

 ○○た  はこんだ  つくっ
-┐

た 

 あとで  はこんだあと
-┐

で  つくっ
-┐

たあとで 

 り  はこんだり
-┐

  つくっ
-┐

たり 

 ら  はこんだら
-┐

  つくっ
-┐

たら 

 ほうがいい  はこんだほう
-┐

がいい  つくっ
-┐

たほうがいい 

 まま  はこんだまま  つくっ
-┐

たまま 

 

  調べたい形  平板型動詞  － 2型動詞 

○○る 

 ○○る  はこぶ  つくる
-┐

 

 ことができる  はこぶことが
-┐

できる  つくる
-┐

ことができる 

 と（仮定）  はこぶと  つくる
-┐

と 

 とおもう 
 はこぶとおもう

-┐

 
 つくる

-┐

とおもう 
 はこぶと

-┐

おもう 

 とき 
 はこぶとき

-┐

 
 つくる

-┐

とき 
 はこぶとき

-┐

 

 ときに 
 はこぶときに

-┐

 
 つくる

-┐

ときに 
 はこぶとき

-┐

に 

 ので  はこぶの
-┐

で  つくる
-┐

ので 

 かもしれない  はこぶか
-┐

もしれない  つくる
-┐

かもしれない 

 だろう 
 はこぶだ

-┐

ろう 
 つくる

-┐

だろう 
 はこぶだろう

-┐

 

 らしい  はこぶらしい
-┐

 
 つくる

-┐

らしい 

 つくるらしい
-┐

 

○○ない 

 ○○ない 
 はこばない 

 つくらな
-┐

い 
 はこばない

-┐

 

 と 
 はこばないと 

 つくらな
-┐

いと 
 はこばない

-┐

と 

 でください  はこばない
-┐

でください  つくらな
-┐

いでください 

(な)ければならない  はこばなけ
-┐

ればならない  つくらな
-┐

ければならない 

 ほうがいい  はこばないほう
-┐

がいい  つくらな
-┐

いほうがいい 

 で  はこばない
-┐

で  つくらな
-┐

いで 

○○ば ○○ば  はこべば
-┐

  つくれ
-┐

ば 

可能形   はこべる  つくれる
-┐

 

使役形   はこばせる  つくらせる
-┐

 

受身形   はこばれる  つくられる
-┐

 

使役受身形  
 はこばせられる  つくらせられる

-┐

 

 はこばされる  つくらされる
-┐

 



③外来語のアクセント 
１ ―３型が多い 

 例：バナナ、アイスクリーム、チョコレート・・・ 

  ただし、－３拍目に特殊拍があると―4型に 

 例：ラーメン、アップル、ボランティア・・・ 

２ ４拍語、縮約形は平板型：アメリカ、オランダ、 

 例：ラジカセ、デジカメ、コンビニ、パワステ・・・ 

３ 平板型に変化するものが多い 

 例：モニター、ツール、ドラム 

    ネット（使い分け） 

ゆれ：レポート（レポ’ －ト）  

 アニメ（ア’ニメ） ドラマ（ド’ラマ） 



④形容詞アクセント  
平板型か－２型だが、ゆれが多く、－２型になる傾向がある（単独、名詞がついて
も） 動詞と同じように活用形によってアクセントが決まっているが、ゆれも多い。 
 
１ 平板型：赤い（服）、おいしい（ケーキ）、あかるい（へや） 
   －２型：若い（人）、高い（本）、青い（空）、面白い（映画） 
 
ゆれ： おいしい。     → おいし‘い。 
       おいしいケ’ーキ  → おいし’いケ’ーキ   
 
２ 平板型：おいし‘い。  おいし‘かった  おいし’くない  おいし‘くなかった 
   おいしい。   おいし‘かった  おいしくな’い  おいしくな‘かった 
  
   －２型：わか‘い。   わか’かった   わか‘くない    わか’くなかった 
 わか‘い。   わ’かかった   わ‘かくない    わ’かくなかった 
 
Ｔ１ コラム14 イ形容詞アクセントの規範的なルールと簡単なルール p.68 



 

Ⅲ イ形容詞のアクセント活用表 

 上段は規範的な形（アクセント辞書に掲載されている形）、下段はよく使われてい

る簡単な形です。（使い方は p. 2を参考にしてください） 

  調べたい形  平板型イ形容詞  － 2型イ形容詞 

○○い 

 ～。 
 あかい。 

 あおい
-┐

。 
 あかい

-┐

。 

 です  あかい
-┐

です  あおい
-┐

です 

 ＋名詞  あかい花  あおい
-┐

花 

 でしょう 
 あかいでしょう

-┐

 
 あおい

-┐

でしょう 
 あかい

-┐

でしょう 

 とおもう  あかいとおもう
-┐

  あおい
-┐

とおもう 

 あかい
-┐

とおもう 

と（仮定） 
 あかいと  あおい

-┐

と 

 あかい
-┐

と 

 だろう 
 あかいだろう

-┐

 
 あおい

-┐

だろう 
 あかい

-┐

だろう 

 
 らしい  あかいらしい

-┐

 
 あおい

-┐

らしい 

 あおいらしい
-┐

 

○○くて 

 ～、  あかく
-┐

て、 
 あお

-┐

くて、 

 あおく
-┐

て、 

 もいい  あかく
-┐

てもいい 
 あお

-┐

くてもいい 

 あおく
-┐

てもいい 

 もかまわない  あかく
-┐

てもかまわない 
 あお

-┐

くてもかまわない 

 あおく
-┐

てもかまわない 

 はいけない  あかく
-┐

てはいけない 
 あお

-┐

くてはいけない 

 あおく
-┐

てはいけない 

 はだめだ  あかく
-┐

てはだめだ 
 あお

-┐

くてはだめだ 

 あおく
-┐

てはだめだ 

 も、  あかく
-┐

ても 
 あお

-┐

くても、 

 あおく
-┐

ても、 

 

○○く 

 ～、  あかく  あお
-┐

く 

 なる  あかくなる
-┐

 
 あお

-┐

くなる 

 あおく
-┐

なる 

 する  あかくする 
 あお

-┐

くする 

 あおく
-┐

する 

 ありません 
 あかくありません

-┐

  あお
-┐

くありません  

 あかく
-┐

ありません  あおく
-┐

ありません 

 ありませんでした 
 あかくありません

-┐

でした  あお
-┐

くありませんでした 

 あかく
-┐

ありませんでした  あおく
-┐

ありませんでした 

 ない 
 あかくない

-┐

*  あお
-┐

くない 

 あかく
-┐

ない  あおく
-┐

ない 

 なかった 
 あかくなか

-┐

った*  あお
-┐

くなかった 

 あかく
-┐

なかった  あおく
-┐

なかった 

○○く 

 なさそうだ 
 あかくなさそう

-┐

だ*  あお
-┐

くなさそうだ 

 あかく
-┐

なさそうだ  あおく
-┐

なさそうだ 

 ないそうだ 
 あかくない

-┐

そうだ*  あお
-┐

くないそうだ 

あかく
-┐

ないそうだ  あおく
-┐

ないそうだ 

 なければならない 
 あかくなけ

-┐

ればならない*  あお
-┐

くなければならない 

 あかく
-┐

なければならない  あおく
-┐

なければならない 

 なくてもいい 
 あかくなく

-┐

てもいい*  あお
-┐

くなくてもいい 

 あかく
-┐

なくてもいい  あおく
-┐

なくてもいい 

○○い 

 かった  あかか
-┐

った 
 あお

-┐

かった  

 あおか
-┐

った 

 かったら  あかか
-┐

ったら 
 あお

-┐

かったら  

 あおか
-┐

ったら 

 ければ  あかけ
-┐

れば 
 あお

-┐

ければ  

 あおけ
-┐

れば 

 そうだ 
 あかそうだ 

 あおそう
-┐

だ 
 あかそう

-┐

だ 
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